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三好恵一先生のの嘱託医

つぶやきコーナーつぶやきコーナー

担当：松本
TEL 898－3123

職員募集

（パート応募可）
介護職員・看護職員

お電話お待ちしています

　人生最後の日は、どなたも心安らかな
日にしたいものです。
99歳の女性の話です。特別な病気はな

く、自然に身体機能が低下された方で、ご
家族だけで介護するには負担が大きくな
り山荘に入所されました。当初は、食事も
自己摂取されていましたが、次第に食事、
移動、衛生面での介助が必要になってき
ました。亡くなられる２か月ほど前に、ご
家族と話し合いを持ち、特別な医療に頼
らず、本人の希望に寄り添いつつ、お世話
をしてゆく方法、「看取り」をしていくこ
とで合意をいたしました。
　亡くなられる２週間前から、極端に食
事摂取量が少なくなり始め、お話しする
言葉も少なくなり、５日前には食事も１
回に２口３口になり、会話も声に出ず、口
や目で相槌を打つだけになってきまし
た。ご家族は入れ替わりながら、ずっと傍
におられました。
　そこで、一つの提案として「おばあちゃ
んの部屋があるのなら、最期はそこで迎
えさせてはいかがでしょうか」と問いか
けたところ、相談されたうえで即日自宅
療養となり、訪問介護と訪問診療の時間
介護を利用しつつ、家族がつくられたお
いしいお味噌汁と、大好きなお饅頭を少
し味わい、天井板の柾目を見つめながら、
安寧の時間を過ごされ、３日後に永久の
旅路に就かれました。

　

第
31
回
三
木
町
社
会
福
祉
大
会
に
お

い
て
小
笠
原
敏
子
様
が
社
会
福
祉
功
労

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
山
山
荘
に
お
い
て
30
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
入
居
者
様
の
散
髪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

うどんを長時間スチームコンベ
クションで加熱し、やわらかくし
たうどんを提供。讃岐人にとって
うどんを食べられることはとて
も大切なことです。

（
令
和
7
年
９
月
〜
令
和
8
年
１
月
）
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順
不
同・敬
称
略
）

看取られながら人生最後の日

〈問い合わせ先〉 

食べる楽しみを
あきらめない

　

み
き
山
荘
で
は
、噛
む
力
や
飲
み
込
む
力
の
低
下
に
よ
り
、こ

れ
ま
で
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
「
食
べ
る
こ
と
」が
難
し
く
な

っ
た
方
に
も
、で
き
る
限
り
食
事
の
楽
し
み
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、ソ
フ
ト
食
（
※
）の
種
類
を
増
や
す
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
「
食
べ
た
い
」と
い
う
ご
本
人
の
気
持
ち
、そ
し
て
「
で
き
る
な

ら
口
か
ら
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」と
い
う
ご
家
族
の
想
い
が

あ
る
一
方
で
、誤
嚥
の
リ
ス
ク
な
ど
か
ら
、思
う
よ
う
に
食
事
が

進
ま
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
そ
の
狭
間
で
、何
が
そ

の
方
に
と
っ
て
一
番
安
心
で
、心
が
満
た
さ
れ
る
支
援
な
の
か

を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、介
護
職
員
だ
け
で
な
く
、管
理
栄
養
士
や

厨
房
職
員
、看
護
師
と
の
密
な
連
携
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。食
材
の
選
び
方
や
調
理
方
法
、形
状
や
硬
さ
、盛
り
付
け

に
至
る
ま
で
、専
門
職
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
持
ち
寄
り
、一
人
ひ

と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
た
食
事
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
中
で
日
常
的
に
関
わ
る
職
員
が
、食

事
の
様
子
や
わ
ず
か
な
変
化
に
気
づ
き
、そ
の
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、よ
り
安
全
で
無
理
の
な
い
食
事
提
供
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

　
「
こ
れ
な
ら
食
べ
ら
れ
た
」「
久
し
ぶ
り
に
お
好
み
焼
き
を
食

べ
た
」「
ぜ
ん
ざ
い
が
食
べ
ら
れ
て
う
れ
し
い
」「
や
っ
ぱ
り
う
ど

ん
が
お
い
し
い
」そ
ん
な
言
葉
や
表
情
に
、食
事
が
持
つ
力
の
大

き
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　

食
事
は
栄
養
を
摂
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、そ
の
方

の
人
生
や
思
い
出
に
つ
な
が
る
大
切
な
時
間
で
す
。こ
れ
か
ら

も
多
職
種
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、入
居
者
様
と
ご
家
族
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た‶

そ
の
人
ら
し
い
食
の
支
援
”
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

※
ソ
フ
ト
食
と
は

　

食
材
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、粒
の
な
い
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た

も
の
を
専
用
の
凝
固
剤
に
し
て
固
め
、舌
で
押
し
つ
ぶ
せ
る
硬

さ
に
し
た
も
の
。
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三木町社会福祉協議会会長表彰受賞

きつねうどん

お好み焼き、水餃子

以前は刻み食にて提供していました。介護職員より、粘りがあり詰まり
そうで危険を感じるとの意見があり、ソフト食を導入。安全に見た目に
も美しいものを提供できるようになりました。

普通食

普通食

普通食

普通食

刻み食 ソフト食

ソフト食

ソフト食

ソフト食

粥寿司、テリーヌ、洋風茶わん蒸し
粥寿司は、しっかりと寿司酢の味がして好評です。

海鮮散らし、ガランティーヌ、洋風茶わん蒸し
クリスマス料理（普通食の方を対象）クリスマス料理（ソフト食の方を対象）
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う
、ソ
フ
ト
食
（
※
）の
種
類
を
増
や
す
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
「
食
べ
た
い
」と
い
う
ご
本
人
の
気
持
ち
、そ
し
て
「
で
き
る
な

ら
口
か
ら
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」と
い
う
ご
家
族
の
想
い
が

あ
る
一
方
で
、誤
嚥
の
リ
ス
ク
な
ど
か
ら
、思
う
よ
う
に
食
事
が

進
ま
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
は
そ
の
狭
間
で
、何
が
そ

の
方
に
と
っ
て
一
番
安
心
で
、心
が
満
た
さ
れ
る
支
援
な
の
か

を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、介
護
職
員
だ
け
で
な
く
、管
理
栄
養
士
や

厨
房
職
員
、看
護
師
と
の
密
な
連
携
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。食
材
の
選
び
方
や
調
理
方
法
、形
状
や
硬
さ
、盛
り
付
け

に
至
る
ま
で
、専
門
職
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
持
ち
寄
り
、一
人
ひ

と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
た
食
事
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
中
で
日
常
的
に
関
わ
る
職
員
が
、食

事
の
様
子
や
わ
ず
か
な
変
化
に
気
づ
き
、そ
の
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、よ
り
安
全
で
無
理
の
な
い
食
事
提
供
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

　
「
こ
れ
な
ら
食
べ
ら
れ
た
」「
久
し
ぶ
り
に
お
好
み
焼
き
を
食

べ
た
」「
ぜ
ん
ざ
い
が
食
べ
ら
れ
て
う
れ
し
い
」「
や
っ
ぱ
り
う
ど

ん
が
お
い
し
い
」そ
ん
な
言
葉
や
表
情
に
、食
事
が
持
つ
力
の
大

き
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　

食
事
は
栄
養
を
摂
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、そ
の
方

の
人
生
や
思
い
出
に
つ
な
が
る
大
切
な
時
間
で
す
。こ
れ
か
ら

も
多
職
種
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、入
居
者
様
と
ご
家
族
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た‶

そ
の
人
ら
し
い
食
の
支
援
”
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

※
ソ
フ
ト
食
と
は

　

食
材
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、粒
の
な
い
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た

も
の
を
専
用
の
凝
固
剤
に
し
て
固
め
、舌
で
押
し
つ
ぶ
せ
る
硬

さ
に
し
た
も
の
。
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に
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、そ
の
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を
共
有
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で
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で
無
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の
な
い
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提
供
に
つ
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に
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ぜ
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う
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は
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の
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続
け
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す
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な
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硬

さ
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た
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三木町社会福祉協議会会長表彰受賞

きつねうどん

お好み焼き、水餃子

以前は刻み食にて提供していました。介護職員より、粘りがあり詰まり
そうで危険を感じるとの意見があり、ソフト食を導入。安全に見た目に
も美しいものを提供できるようになりました。

普通食

普通食

普通食

普通食

刻み食 ソフト食

ソフト食

ソフト食

ソフト食

粥寿司、テリーヌ、洋風茶わん蒸し
粥寿司は、しっかりと寿司酢の味がして好評です。

海鮮散らし、ガランティーヌ、洋風茶わん蒸し
クリスマス料理（普通食の方を対象）クリスマス料理（ソフト食の方を対象）
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クリスマス 敬老会

餅つき

　新年会では入居者様がこの日のために
練習した芸を披露してくださいました。緊
張でこわばっていた表情も曲が始まると真
剣な顔つきへと一瞬で変化し、張りのある
歌声で会場を魅了しておられました。

介護技術研修

　恒例の餅つきを行いました。背筋
と腰をぐっと伸ばしてから杵を握り、
力を込めてついてくださいました。
「昔みたいにはいかんけど上出来だ
ろう」と満足げな表情で話されてい
ました。
　技能実習3期生も初めての餅つき
に目を輝やかせ、声をかけ合って頑
張りました。

　香川県介護福祉士会から外部講師
を迎え、『ポジショニングと体圧分散』
をご指導いただきました。点ではなく
面で支えるポジショニングを体感し、
「この方が楽な姿勢になる」「安心して
身を任せられる」など、新たな視点か
らの学びにもなりました。

新年会

　季節を感じていただけるよう
旬の食材や郷土料理を取り入れ
た食事の提供を行っております。
入居者様に五感で楽しんでいた
だけるように日々工夫を凝らし
ております。

食事紹介

上手くまうかしら
あら、回ったわ♪
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　お茶の香りと手
作りの「椿」の練り
切りと。着付けやお
茶のボランティア
の皆様の力をお借
りして、新年を感じ
るひと時を過ごし
ました。

　お茶の香りと手
作りの「椿」の練り
切りと。着付けやお
茶のボランティア
の皆様の力をお借
りして、新年を感じ
るひと時を過ごし
ました。

　民生委員の方々
が協力してくださ
り、焼きたてホクホ
クの美味しい焼き
芋を楽しむことが
できました。

　民生委員の方々
が協力してくださ
り、焼きたてホクホ
クの美味しい焼き
芋を楽しむことが
できました。

　みんなで一緒に力を
合わせて、ついて丸め
てできあがったお餅。
満足そうに食べられて
いました。

　みんなで一緒に力を
合わせて、ついて丸め
てできあがったお餅。
満足そうに食べられて
いました。

　うなり声をあげる鬼さん。みんなでこしら
えた豆ボールをぶつけられて退散！今年も
無病息災まちがいなし！

　うなり声をあげる鬼さん。みんなでこしら
えた豆ボールをぶつけられて退散！今年も
無病息災まちがいなし！

　たくさんの甘くておいしいフルーツやケーキに囲まれ「ぜんぶおいしそう」と何度もおかわりする方も＾＾。点灯式では、
間嶋伊希子様の生演奏に合わせて、きよしこの夜を英語で歌ってくれ、気分は一気にクリスマスへ。昨年から始めたイルミ
ネーションのフォトコンテストには昨年以上の応募をいただきました。

　たくさんの甘くておいしいフルーツやケーキに囲まれ「ぜんぶおいしそう」と何度もおかわりする方も＾＾。点灯式では、
間嶋伊希子様の生演奏に合わせて、きよしこの夜を英語で歌ってくれ、気分は一気にクリスマスへ。昨年から始めたイルミ
ネーションのフォトコンテストには昨年以上の応募をいただきました。

初 釜 焼き芋

季節は紅葉の秋から静かな冬の時間を超え
暖かい日差しが差し込む春へ。
みき山荘の秋冬の過ごし方をお届けします。

節 分
餅つき

クリスマスパーティー
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敬老会
　日頃の感謝の気持ちを込めて長寿のお祝いをさ
せていただきました。今年も職員それぞれが出し物を
考え披露し、温かい拍手と普段と違ったご利用者様の
笑顔を見ることができ楽しいひと時を一緒に過ごせ
ました。今年のお祝い膳は厨房の職員が腕を振るっ
てお寿司を目の前で握るパフォーマンスがあり、ご利
用者様には大変好評で豪華な食事となりました。

新年会

　新年会は3日間開催し、寄せ鍋、散らしずし膳、ハマチの
解体ショーを行い、それぞれ大好評でした。また、カルタや
双六、羽子板ゲームといった懐かしさのあるお正月ならで
はのゲームを行いました。それぞれ趣のある3日間を楽し
んでいただくことができました。

運動会
　秋といえば運動会！今年も紅白
のチームに分かれてご利用者様と
職員が楽しく身体を動かしまし
た。玉入れ、風船割など、どの競技
も大変盛り上がり、優勝者チーム
には職員手作りの金メダルが手渡
され、笑顔と歓声に包まれた思い
出に残る運動会となりました。

特定福祉用具販売について
　特定福祉用具販売は、ご利用者様が可能な限り自宅で自立
した日常生活を送ることができるよう、指定を受けた事業者が、
入浴や排泄に用いる、貸与になじまない福祉用具を販売しま
す。福祉用具を利用することで日常生活上の便宜を図り、家族
の介護の負担軽減を目的として実施します。
※補足説明
　福祉用具の販売対象は９品目（腰掛便座、自動排泄処理装
置の交換可能部品、排泄予測支援機器、入浴補助用具、簡易
浴槽、移動用リフトのつり具の部品、固定用スロープ、歩行器、
歩行補助杖）で要介護度に応じて異なります。これらの用具に
ついては、ご利用者様に対して、ケアマネージャー・福祉用具
専門相談員が提案を行います。
　介護負担割合証に基づいた負担割合に応じて１割（２割、３
割）の自己負担となります。支払いについては償還払い（全額
分を支払い後日払い戻しを受ける仕組み）となっています。

白山山荘居宅介護支援事業所　TEL 087-898-7625

まずはお気軽にご相談を！
住み慣れたご自宅で、その人らしい自立した生活を送るために、

何かお困りごとがあればいつでもご相談ください。
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